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IT・通信による日本語教育～ちょっとのぞいて触ってみよう！～ 

近年，学習者の増加や通信技術の発達により，日本語教育の在り方も多様化していま

す。インターネットやスマートフォン，通信による学習の支援など，その形態はさまざま

です。ここでは，こうした「IT・通信」を活用した日本語教育を実施している先進的な団

体に，その教材や学習支援の方法について紹介していただきます。 

 

※Semiosis 株式会社の団体名・紹介教材名が掲載されていませんでした。加筆・修正するとともに，

お詫びいたします。 

 団体名 紹介教材名 

１ 
独立行政法人 国際交流基金 

関西国際センター 

・ JF にほんご e ラーニング みなと（まるごと日本語

オンラインコース，ひらがな A1 自習コース，カタカ

ナ A1 自習コース，漢字 A1-1 自習コースなど） 

・まるごと +  

・ HIRAGANA Memory Hint  

・ KATAKANA Memory Hint  

・ KANJI Meomory Hint 1,2,3 

２ 
学校法人 江副学園 

新宿日本語学校 
・遠隔地をつなぐ授業 

３ 名古屋大学 国際言語センター 

・とよた日本語 e ラーニング 

・日本語を動画で学ぼう - 反転授業のための動画 

・動画で学ぶビジネス日本語 

４ 角南北斗（フリーランス） 

・かいごのご！ 

・外国出身保護者のための幼稚園・保育園の連絡帳を 

書こう！ 

・経済のにほんご 

・外国につながりを持つ中高生のための学習語彙用例集   

５ 
京都教育大学 外国人の子ども

の教育を考える会 

・YouTube による多言語対応版算数・数学動画コンテンツ 

＊児童生徒等に対する教科教育を主目的としたコンテンツです。 

６ 宮崎大学 語学教育センター ・遠隔日本語 e ラーニングコンテンツ にほんごさるく 

７ Semiosis 株式会社 

・電子教材作成アプリ「Finger Board」 

・日本語学習者向け電子教材「Magic Pocket」シリーズ 

・日本語教師向け電子教材「Magic Kit」シリーズ 

訂正版 


